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 2025 年春の新病院の開院に向けロボットを始めとした医療 DX(医療分野におけるデ

ジタルトランスフォーメーション)が推進できる環境を整備し、本格的な導入を視野に

入れて、現在から様々なことに挑戦しています。 

今年度は医療 DX 推進の一環で愛知県サービスロボット社会実装推進事業に参加して

います。現在の古い病院内で、実際にロボットと一緒に業務をするイメージを膨らませ

るだけでもワクワクします。ロボットにお願いしたい業務は、医療スタッフの負担軽減

のための介助支援、検体他搬送業務の省力化、検査や投薬の説明補助等々多くのものが

浮かびます。ただ、DX 推進と聞くだけでも予算化が大変だなぁと想像します。 

 職員の困りごと（業務改善案件）に対し（株）アイシンの社員さんが提案してくださ

り先日、実証検証を行いました。検証は平日夜勤帯や休日日勤帯と昼夜問わず実施しま

した。実証検証までに社員さんらは当院職員と会話を重ねて、実証方法や導入効果等々

詳細な打ち合わせをしたと聞いています。双方の意見交換をしていく中で、現場の職員

が目指したい効果と社員さんから見た医療現場の無駄をなくしていく効果も期待した

いなぁと感じました。 

さあ、明日からも患者さんのため、病院職員のために頑張ります。 

 （株）アイシン イノベーションセンターの方々です。 

お世話になっています!!!!!!! 

そ・し・て 

   期待しています!!!!! 


